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一

戦
国
時
代
に
小
田
原
に
出
現
し
た
後
北
条
氏
が
、
東
国
に
お
い
て
約

一
世
紀

、五
代
に
わ
た
つ
て
関
東
の
大
半
を
掌
握
維
持
で
き
た
こ
と
は
、

彼
ら
の
民
政
に
対
す
る
分
析
力
、
判
断
力
が
、
旧
領
主
ら
よ
り

一
段
と

す
ぐ
れ
て
い
た
か
ら
で
は
あ
ろ
う
が
、
む
し
ろ
そ
の
根
本
的
、
精
神
的

原
理
で
あ
つ
た
武
家
社
会
の
清
規
と
も
い
う

べ
き
後
北
条
氏
の
家
法
の

内
容
と
、
そ
の
精
神
的
意
義
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
早
雲
寺
殿
廿

一
ケ
条
の
第

一
条
に
、
「
仏
神
を
信
じ
申
す

べ
き

事
。
」
を
お
い
た
こ
と
は
、
早
雲
を
は
じ
め
少
な
く
と
も
氏
綱

・
氏
康

の
精
神
的
体
質
を
束
縛
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
家
法
は
氏
康
ま
で
は
君

臣
と
も

に
厳
守
し
て
い
る
。
彼
ら
の
仏
神
崇
信
の
具
体
例
を
み
る
と
、

早
雲
は
最
初
の
山
城
を
箱
根
の
塔
之
峰
に
築
き
、
大
永
二
年

(
一
五
二

二
)
に
は
氏
綱
は
そ
の
山
麓
湯
本
に
、
菩
提
寺
と
し
て
早
雲
寺
を
建
て
、

京
都
大
徳
寺
か
ら
以
天
宗
清
を
開
山
に
招
き
、
大
徳
寺
直
末
と
し
て
臨

済
宗
に
帰
依
し
た
。
次
い
で
鎌
倉
円
覚
寺
仏
日
庵
、帰
源
院
を
は
じ
め
、

鶴
岡
八
幡
宮
を
も
含
め
て
手
厚
い
外
護
を
加
え
、
円
覚
寺

一
五
三
世
奇

文
禅
材
や
、
八
幡
宮
快
元
僧
都
と
も
法
外
の
交
り
を
結
ん
で
、
頻
繁
に

交
流
し
て
い
る
。
天
文
五
年

(
一
五
三
六
)
に
は

つ
い
に
北
条
氏

一
族

か
ら
円
覚
寺
に
入
院
、
後
に
仏
日
庵
主
と
な
つ
た
鶴
隠
周
音
が
出
る
に

至
つ
た
。

さ
て
北
条
氏
康

(
一
五
一
五
-
一
五
七
一
)
の
名
が
独
立
し
て
あ
ら
わ

れ
る
の
は
、
氏
綱
の
死
残
直
後
の
天
文
十
年
十

一
月
二
日
付
の
大
藤
文

書
そ
の
他
か
ら
で
あ
つ
て
、
氏
康
廿
六
才

の
と
き
で
あ
る
。
も
つ
と
も

そ
れ
以
前
に
も
彼
は
父
氏
綱
と
常
に
行
動
を
共

に
し
て
い
た
。
例
え
ば

安
房
の
里
見
民
に
焼
か
れ
た
鶴
岡
八
幡
宮
の
復
興
遷
宮
を
天
文
二
年
か

ら
七
年
間
手
伝

つ
て
お
り
、
同
十

一
年
に
は
亡
父
の
後
を
う
け
て
、
由

比

ヶ
浜
に
大
鳥
居
を
建
造
し
た
。
そ
の
間
、
氏
康
は
八
幡
宮
で
愛
染
明

王
護
摩
を
修
し
た
り
、
神
馬
を
奉
納
し
た
り
し

て
い
る
。
ま
た
氏
綱
四

十
九
日
の
作
善
と
し
て

一
切
経

一
千
部
書
写
し
た
り
、
早
雲
寺
を
勅
願

所
と
す
る
た
め
の
勅
許
を
得
た
り
す
る
な
ど
、
宗
旨
を
超
越
し
て
活
発

に
動
い
て
い
た
。

氏
康
の
代
に
な
る
と
後
北
条
氏
も
安
泰
期
を
迎
え
、
各
方
面
に
お
い

て
充
実
し
て
来
た
。
す
な
わ
ち
相
模
の
霊
山

・
大
山
に
は
、
古
代
か
ら

北
条
氏
康

と
禅
宗

(
中

島
)

-357-



北
条
氏
康

と
禅
宗

(
中

島
)

の
堅
固
な
勢
力
を
も
ち
、
修
験
を
も
併
呑
し
て
い
た
真
言
密
教
の
牙
城

大
山
寺
、
東
関
東
の
尊
崇
を
集
め
た
下
総
成
田
の
新
勝
寺
、
関
東
の
西

部
に
教
線
を
張

つ
た
武
蔵
高
幡
の
金
剛
寺

(高
幡
不
動
)
ら

の
存
在

は

大
き
く
、
ま
た
は
や
く
か
ら
多
数
の
高
材
逸
足
を
擁
し
て
い
た
足
柄
の

大
雄
山

・
最
乗
寺

の
洞
門
も
、
大
き
な
勢
力
で
あ
つ
た
。

特
に
こ
の
最
乗
寺

一
派
は
嘉

吉

・
文
安

(
一
四
四
〇
年
代
)
の
前
後

に
、
大
綱
明
宗
、
春
屋
宗
能

の
二
雄
が
出
る
に
及
び
、
山
外

へ
の
進
出

を
開
始
し
た
。
彼
ら
は
最
乗
寺
山
内
で
は
、

一
路
山
内
大
衆
の
教
育
に

適
進
し
、
教
団
の
充
実
に
努
力
、
外
に
向

つ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
南
足
柄
の

大
慈
院
と
箱
根

・
宮
城
野
の
報
恩
院
の
二
刹
を
開
い
た
。
こ
の
洞
門
の

堅
実
な
歩
調
は
春
屋
門
下
の
安
隻
宗
樗
が
継
承
し
、
文
安
前
後
に
小
田

原

・
久
野

に
総
世
寺
を
、
ま
た
同
じ
く
早
川
に
宝
善
院

(現

・
海
蔵
寺
)

を
開
き
、

い
ず
れ
も
当
時
の
小
田
原
城
主
大
森
氏
頼
の
外
護
す
る
と
こ

ろ
と
な

つ
て
い
た
。
続
い
て
宗
樗
の
法
弟
麗
隻
宗
俊
が
、
伊
豆

・
下
田

に
あ
つ
た

一
草
庵
を
寿
福
寺
と
し
た
が
、
そ
の
四
世
実
堂
宗
梅
が
天
文

十
五
年

(
一
五
四
六
)
頃
、
こ
れ
を
相
模

・
秦
野
の
西
田
原

に
移
し

て

香
雲
寺

と
改
め
、
氏
康
の
代
に
は
伊
豆
に
卦
二
ケ
寺
の
末
寺
を
擁
す
る

に
至

つ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
特
に
香
雲
寺
と
早
雲
寺
と
が
、
後
北
条
氏

の
宗
教
的
精
神
と
体
質
に

マ
ツ
チ
し
て
、
彼
等
の
文
化
形
成
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
前
、
文
明
前
後

(戦
国
初
期
)
に
は
大
森
実
頼

の
帰
依
を

う
け
て
、
大
寧
了
忍
が
南
足
柄

・
塚
原
に
長
泉
院
を
、
ま
た
布
施

・
仙

波
両
氏
の
帰
依
を
う
け
て
、
如
幻
宗
悟
が
平
塚

・
下
吉
沢
に
松
厳

(岩
)

寺
と
、
藤
沢

・
遠
藤
に
宝
泉
寺
を
開
き
、
忠
室
存
孝
が
藤
沢

・
獺
郷
に

東
陽
院
を
、
ま
た
最
乗
寺
開
山
了
庵
慧
明
の
厚

木

・
七
沢
の
庵
室
、
露

栢
庵
を
住
僧
原
佐
和
尚
が
広
沢
寺
と
し
、
布
州
東
播
が
伊
勢
原
に
保
国

寺
を
開
く
な
ど
、
真
言
山
岳
密
教

の
牙
城
、
大
山
寺
を
脅
や
か
し
つ
つ

東
進
し
、
遂
に
臨
済
の
本
拠
鎌
倉
を
衝
か
ん
と
す
る
勢
い
に
ま
で
成
長

し
て
い
つ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、

こ
れ
ら
に
先
ん
じ
て
関
東
平
野
に
向

つ
て
は
、
武
蔵
、
上
野
に
も
教
線
は
拡
げ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
状
勢
で

あ

つ
た
。

も

つ
と
も
臨
済
禅
の
中
に
も
、
す
で
に
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
期
に

か
け
て
洞
門
出
身
者
が
現
わ
れ
、
な
か
で
も
中
国
僧
の
宏
智
正
覚
五
代

の
法
孫
で
あ
る
東
明
慧
日
の
来
日
に
よ
つ
て
、俄

か
に
活
気
を
呈
し
た
。

彼
は
建
長
寺

一
八
世
、
円
覚
寺

一
〇
世
を

つ
と
め
白
雲
萬奄
を
構
え
て
鎌

倉

の
土
と
化
し
た
。
そ
の
法
叔
東
陵
永
瑛
も
来

日
、
建
長
寺
光
二
世
、

円
覚
寺
、廿
六
世
を
は
じ
め
、
夢
窓
疎
石
に
招
か
れ
て
天
竜
寺
、
南
禅
寺

に
転
住
し
た
。
こ
の
他
、
円
覚
寺
白
雲
蕎
、
建
仁
寺
洞
春
蕎
を
本
拠
と

し
た
洞
門
宏
智
派
か
ら
は
、
建
仁
寺
四
六
世
の
月
蓬
円
見
、
円
覚
寺
光

三
世
の
不
聞
契
聞
、
同
四
三
世
の
太
虚
契
充
、
建
長
寺
八
三
世
、
円
覚

寺
六
二
世
の
少
林
如
春
、
円
覚
寺

一
二
六
世
の
徳
標
純
清
な
ど
が
出
て

活
躍
し
た
が
、
い
ず
れ
も
中
国
通
が
多
く
、
永
平
下
の
宗
風
と
は
全
く

異
な
つ
て
お
り
、
当
代
中
国
臨
済
宗

の

一
方
の
旗
頭
で
あ

つ
た
古
林
清

茂
な
ど
の
、
金
剛
憧
下

一
派

の
流
れ
を
も
う
け

つ
い
だ
と
こ
ろ
に
特
色
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が
あ
つ
た
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
宏
智
派
を
厚
く
外
護
し
た
の
は
、
京
都
に
近
い
越

前

一
乗
谷
の
朝
倉
氏
の
他
、
公
家
の
二
条
、
飛
鳥
井
民
ら
で
あ

つ
た
た

め
、
後
北
条
氏
と
し
て
は
彼
等
と
の
競
合
を
避
け
、
宏
智
派
に
は
深
い

信
頼
を
寄

せ
ず
、
ひ
た
す
ら
菩
提
寺
の
早
雲
寺
を
通
じ
て
大
徳
寺
を
窓

口
と
し
て
、
京
都

の
情
勢
把
握
、
交
流
に
自
信
を
も
つ
て
い
た
節
が
あ

る
。
特
に
氏
康
の
頃
の
曲
直
瀬
道
三
、
陳
外
郎
、
千
利
休
、
山
上
宗
二

ら
と
の
交
流
が
、
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。
併
せ
て
宏
智
派
の
混
在
し

た
鎌
倉
五
山
と
の
接
触
も
忘
れ
な
か
つ
た
。
た
だ
地
元
の
洞
門
を
も
外

護
し
た
の
は
全
く
別
の
観
点
か
ら
で
あ
つ
た
こ
と
は
後
述
す
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
他
宗
の
寺
院
に
対
し
て
も
多
少
は
見
ら
れ
、
寺
領

の
寄
進
、
造
営
等
の
施
主
と
な
り
、
開
基
と
な
つ
て
外
護
し
た
も
の
を

み
る
と
、
相
模
周
辺
に
限
定
す
る
と
真
言
宗
五
ケ
寺
、
天
台
宗
三
ケ
寺
、

法
華

(日
蓮
)
宗
六
ケ
寺
、
浄
土
宗
六
ケ
寺
、
時
宗
二
ケ
寺
、
臨
済
宗

六
ケ
寺
、
曹
洞
宗
卦

一
ケ
寺
と
な
り
、
総
計
実
に
六
十
三
ケ
寺
に
及
び
、

な
か
で
も
曹
洞
宗
は
断
然
群
を
抜
い
て
い
る
。
こ
こ
で
禅
の
二
宗
に

つ

い
て
特
記
し
て
み
る
と
、

臨
済
宗

円
覚
寺
仏

日
庵

・
帰
源
院

・
東
慶
寺

(鎌
倉
)
・
早
雲
寺

(箱
根
)
・
宝
安
寺

(厚
木
)
・
東
漸
寺

(武
蔵
杉
田
)
計
六
ケ
寺

曹
洞
宗

総
世
寺
・京
福
寺

・香
林
寺

・興
徳
寺

・
久
翁
寺

・海
蔵
寺
・

最
乗
寺

・
善
栄
寺

・
西
福
寺

・
玉
宝
寺

(小
田
原
)
・
大
応
寺

(
二

宮
)
・
香
雲
寺

・
浄
円
寺

(秦
野
)
・
石
雲
寺

・
松
石
寺

・
広
沢
寺
・

宗
珪
寺

・
天
応
院

(厚
木
)
・
功
雲
寺

(津
久
井
)
・
竜
源
寺

・
紫
雲

寺

・
天
徳
寺

・
真
芳
寺

(現
単
立
、
旧
曹
洞
)
(平
塚
)
・
竜
宝
寺

(鎌

倉
)
・
竜
松
院

・
雲
松
院

(武
蔵
小
机
)
・
宝
三
寺

・
秋
月
院

(川
崎
)
・

竜
珠
院

(武
蔵
磯
子
)
・
伝
心
寺

(武
蔵
金
沢
)
・
永
林
寺

(
八
王
子
)

計
卦

一
ケ
寺

と
な
り
、
こ
の
他
上
野
、
下
総
、
上
総
、
安
房
も
入
れ
る
と
相
当
数
に

上
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
何
故
後
北
条
氏
が
曹
洞
宗
を
厚
く
外
護

し
た
の
か
と
い
う
問
題
が
の
こ
る
。
最
も
熱
心
で
あ

つ
た
の
は
氏
康
で

あ

つ
た
が
、
そ
れ
は
父
氏
綱
の
遺
志
で
あ

つ
た
と
思
わ
れ
る
。
「新
編

相
模
国
風
土
記
稿
巻
之
三
十
四
」
の

「総
世
寺
」
の
記
事
が
そ
れ
を
充

分
裏
付
け
て
い
る
。

こ
の
記
事
を
要
約
す
る
と
、
総
世
寺
の
開
創
は
文
安
二
年

(
一
四
四

五
)
で
、
開
山
は
安
嬰
宗
樗
、
開
基
は
大
森
信
濃
守
氏
頼
で
あ
つ
た
が
、

氏
頼
は
宗
樗
の
俗
甥
で
あ
つ
た
。
し
た
が
つ
て
大
森
氏
は
曹
洞
宗
で
あ

つ
た
わ
け
だ
。
こ
こ
に
合
葬
さ
れ
て
い
る
三
浦

義
同

(道
寸
)
は
、
明

応
三
年

(
一
四
九
五
)
三
浦
半
島
の
養
父
時
高
と

不
和

に
な
り
、
妻

の

兄
で
あ
る
大
森
氏
頼
を
頼

つ
て
、
当
時
の
総
世
寺
二
世
智
海
宗
哲
の
弟

子
と
な
つ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
三
浦
氏
の
お
家
騒
動
に
目
を

つ
け
た
北

条
早
雲
が
永
正
十
三
年

(
一
五

一
六
)
に
介
入
し
、
時
高
方

に
加
勢
し

て

一
挙
に
大
森
、
三
浦
両
氏
を
滅
ぼ
し
、
名
実
共
に
小
田
原
周
辺
の
大

森
領
を
奪
取
し
た
。
早
雲
ら
は
無
惨
に
も
義
同
の
子
三
浦
荒
次
郎
義
意

の
首
を
小
田
原
城
下
に
さ
ら
し
た
。
と
こ
ろ
が
三
年
の
間
、
そ
の
面
相

北
条
氏
康
と
禅
宗

(
中

島
)
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生
け
る
が
如
く
で
あ
つ
た
の
を
、
時
の
総
世
寺
四
世
忠
室
存
孝
が
憐
れ

ん
で
供
養
し
た
と
こ
ろ
、
忽
ち
瞑
目
し
て
白
骨
と
な
つ
た
と
い
う
。
永

正
十
六
年
に
あ
た
る
が
、
早
雲
も
こ
の
年
に
残
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

風
土
記
稿
に
は
総
世
寺
の
寺
宝
と
し
て
注
目
す
べ
き
記
事
を
載
せ
て
い

る
。
す
な
わ
ち

「十
王
並
監
斉
使
者
画
像
十
二
幅

(嘆
十
王
と
号
す
、

縁
起
に
、
拠
に
永
正
中
三
浦
家
滅
亡
の
後
、
三
浦
の
海
中
に
鳴
咽
の
声

あ
り
、
漁
人
怪
み
て
網
を
お
ろ
し
、
此
画
幅
を
得
、
即
北
条
氏
に
捧
し

に
、
当
寺
は
三
浦
氏
因
縁
あ
る
を
以
て
、
寄
附
あ
り
し
と
云
)
。」
と
あ

る
。
こ
の
記
事
は
奇
怪
と
い
う
他
な
い
が
、
史
実
を
隠
く
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
十
王
図
は
明
ら
か
に
中
国
元
時
代
と
思
わ
れ
る
秀
作
だ
が
、

こ
れ
ら
と
殆
ん
ど
同

一
の
図
柄
の
十
王
図
が
、
神
奈
川
県
立
博
物
館

(重
文
)
と
大
徳
寺

(重
文
)
に
の
み
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
而

も
何
れ
も
南
宋
作
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
推
測
さ
れ
る
こ
と
は
、

氏
綱
が
大
徳
寺
か
ら
以
天
宗
清
を
迎
え
て
早
雲
寺
を
開
創
し
た
際
に
、

こ
の
十
王
図
が
大
徳
寺
も
し
く
は
そ
の
関
係
者
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
永
正
十
六
年
に
さ
き
の
義
意
の
首

の
供

養
の
こ
と
、
早
雲
が
残
し
た
こ
と
、
氏
頼
、
義
同
の
三
回
忌
に
当
る
こ

と
等
、
重
な

つ
た
た
め
、
気
に
な

つ
た
北
条
氏
綱
が
、
両
家
の
怨
霊
鎮

め
を
は
か

つ
て
、
早
雲
寺
什
物
の
十
王
図
を
総
世
寺
に
秘
か
に
寄
進
し

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
何
れ
に
し
て
も
十
王
図

の
所
在
が
当
初
の
意

図
に
反
す
る
た
め
、海
中
出
現
と
し
て
出
所
を
隠
く
し
た
に
違
い
な
い
。

怨
霊
鎮
め
の
思
想
や
方
法
は
、
後
北
条
氏
に
限
ら
ず
日
本
の
古
代
か

ら
各
時
代
に
わ
た
つ
て
戦
乱
の
勝
者
が
敗
者
に
対

し
て
行

つ
た
供
養
で

あ
り
、
ま
た
同
時
に
先
住
民
に
対
す
る
懐
柔
策
の

一
つ
で
も
あ
つ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
秀
吉
の
子
秀
頼
が
後
北
氏
に
対
し
て
、
ま
た
同

じ
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
。
戦
国
武
将
が
仏
教
や
寺
院
、
教
団
を
ど

う
見
て
い
た
か
を
示
す

一
つ
の
典
型
的
な
例
と
し

て
、
後
北
条
氏
と
早

雲
寺

(臨
済
宗
)
、
総
世
寺

(曹
洞
宗
)
の
関
係
は
極
め
て
興
味
深

い
も

の
が
あ
る
。

こ
の
後

の
北
条
氏
康
の
各
方
面
に
亘
る
活
躍
を
見
る
と
、
父
氏
綱
が

果
た
し
て
く
れ
た
怨
霊
鎮
め

(氏
康
五
歳
頃
)
の
霊
験

の
下
に
、
着
実

に
業
績
を
挙
げ
て
い
つ
た
。
家
法
に
掲
げ
ら
れ
た

「
仏
神
を
信
じ
申
す

べ
き
事
」
の
条
文
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
万
感

こ
も
つ
た
深
い
意
味
と

内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
更
に
家
法
に

い
う

「
器
量
の
よ
さ
」

も
、
こ
の
第

一
条
の
理
解
と
実
践
な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
。
特
に

氏
康
が
名
実
共
に
名
将
た
り
得
た
の
は
、
以
上

の
事
実
を
幼
少
期
か
ら

見
聞
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
深
い
自
覚
と
判
断
力
を
自
か
ら
培
か
い
、

そ
の
思
想
と
信
仰

の
上
に
立
つ
て
曲
直
瀬
道
三
、
足
利
学
校
痒
主

の
九

華
瑞
瑛
、
奇
文
禅
材
ら
と
交
流
し
、
禅
儒

一
致
思
想
を
体
得
、
永
禄
六

年
全
焼
し
た
円
覚
寺
に
、
尼
寺
太
平
寺

の
仏
殿

移
築

(現
舎
利
殿
)
を

認
め
実
行
さ
せ
る
な
ど
、
こ
れ
ら
の
人
々
と
の
交
流
に
よ

つ
て
知

つ
た

彼
等
の
思
想
の
奥
に
流
れ
る
中
国
文
化
の
移
入
を

目
指
し
た
が
、
志
半

ば
に
し
て
残
し
た
の
で
あ
つ
た
。
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